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PDM0 (インセプションレポートより抜粋) 

プロジェクトの要約 指標 入手手段 外部条件 
＜上位目標＞ 
• 首都圏における水環境保全の行政が効力を発揮す

る。 

 
• 首都圏での水質汚染の値 

 

 
• 定期的な水質モニタリング

データ 
• 水環境白書またはステーク

ホルダーへのヒアリング 

 
• 「グ」国の国家開発計画

等で、水環境の保全・改善
が同国の社会・経済発展の
重要課題とする政策が変わ
らない。 

＜プロジェクト目標＞ 
• MARN の首都圏における水環境保全行政能力が強化

される。 

 
• MARN の首都圏における水環境政策の具体的成果 

（水質汚染地区の特定とその具体的対策の有効性） 
• 水環境保全に関する関連機関のメカニズムの構築

の実効性 

 
• ＭＡＲＮが立案する首都圏

水環境保全政策、戦略、計画
• 水環境保全に関する連携機

関の合意書 

 
• MARN の年間予算が大幅

に減少しない。 
• 水環境保全に係わる関連

機関の連携が変わらない。 

＜成果＞ 
成果０：ステージ２で実施される PDM（案）、PO（案）

が策定される（準備期間） 
成果１：首都圏の水環境保全の政策形成および実施能力

が強化される。 
成果２：首都圏の排水規制の実施が準備される。 
成果３：ＭＡＲＮの首都圏水質情報収集・管理体制が整

備される。（水質情報の一元化と水質データベ
ース・モニタリングの構築） 

成果４：関係機関との連携に基づき、水環境保全に係わ
る環境教育・普及啓蒙が実施される。 

• PDM（案）、PO（案） 
• ＭＡＲＮの専属職員数、職員の政策形成および行政

執行能力. 
• 排水規制マニュアル、ガイドラインの作成状況 
• 汚水源インベントリー作成状況 
• 水質データの関連機関内での共有化・一元化の現状
• 水質データの保管・管理（更新方法も含む）の現状
• 水質モニタリングの適切さ、有効性 
• 水環境情報公開状況 
• 環境教育教材作成状況 
• 環境教育実施状況 

 
• 第 1年次の完了報告書 
• ＭＡＲＮの年間活動記録 
 
• ガイドライン、マニュアル
• 汚染源インベントリー 
• 水質データ・データベース
• 水質モニタリング報告書 
• 環境教育教材 

 
• MARN の水環境保全に関

する行政権限が変わらな
い。 

 
 

 
• 日本人専門家の投入、第

3国における研修の研修先
の受け入れおよび専門家派
遣の計画に大きな変化がな
い。 

＜活動＞ 
0-1：環境省の水環境保全に関する現況(法制度、戦略、

活動等) をレヴューする。 
0-2：活動 1-1～1-2、2-1～2-3、 3-1～3-5、 4-1～4-2

の実現可能性を検証する。 
0-3：上記 0-2 に基づきステージ 2の PDM、PO をレヴュ

ー・改訂する。 
1-1：国家水政策の現状戦略をレヴューし、首都圏の水

環境保全に係わる戦略を策定する。 
1-2：水環境保全に係わる組織制度改善を提言する。 
1-3：水環境保全戦略、計画作成し改善する。 
2-2：排水規制の実施ガイドライの研修を実施する。 
2-1：既存の排水規制実施計画をレヴューンを策定する。
2-3：MARN 職員に対する排水規制の研修を行う。 
3-1：関連機関の連携に基づく水質モニタリング計画を

策定する。 
3-2：水質データ収集の連携システムを構築する。 
3-3：関連機関から水質データを収集する。 
3-4：水質データベースを開発・管理する。 
3-5：水質モニタリングデータ管理の研修を行う。 
4-1：水環境情報を公開する。 
4-2：関連機関と連携して、水環境保全に関する環境教

育・普及啓蒙活動をする。 
4-3: 環境教育の研修を行う 

＜投入＞ 
日本側 
1. 専門家： 

ステージ１（政策立案、水環境管理、PCM、連帯協調促進、水質解析・施設管理、汚染
源管理） 

  ステージ２（政策立案、排水規制、水質モニタリング情報、環境教育、組織運営管理）
2. 第３国における研修 
(1) メキシコからの専門家派遣 
(2) メキシコの関連機関での「グ」国職員の研修 

グアテマラ国側 
ステージ１および２ 
1.カウンターパート職員（合同調整委員会のＭＡＲＮ大臣の議長としての出席等も含め）
2.日本人専門家が現地での本プロジェクト実施のために利用する施設・設備等の用意 
3.本プロジェクトに配置されたグアテマラ国職員が本プロジェクト実施のために利用する
施設・設備等の用意 

4.プロジェクトの運営予算 
 グアテマラ国側は、本プロジェクト遂行に必要となる交通費、運転費用を含めたグアテ
マラ国側職員の給与･手当てを用意する。 

＜前提条件＞ 
• 正式な業務命令により、

ＭＡＲＮおよび関連機関の
職員が本プロジェクトに配
置される。 
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西暦 ２００９年

年度
年次
月 1～3 ４～６ ７～９ １０～１２ １～３ ４～６ ７～９ １０～１２ １～３ ４～６ ７～９ １０～１２ １～３ ４～６ 7～9

活動 0Q １Q ２Q ３Q ４Q ５Q ６Q ７Q ８Q ９Q １0Q １1Q １2Q １3Q １4Q

＜ステージ１＞

0：ステージ２を実施するためのＰＤＭ（案）、ＰＯ（案）を策定する。

0-1：ＭＡＲＮの水環境保全に関する現況（法制度、戦略、活動等）をレビューする。

0-2：活動1-1～1-2, 2-1～2-3,　3-1～3-5,　4-1～4-2の実現可能性を検証する。

0-3：上記0-2に基づきステージ２のＰＤＭ，ＰＯをレビューし、改訂する。

＜ステージ２＞

1：水環境保全に関する政策戦略形成能力および実施能力を強化する。

1-1：国家水政策の現状戦略をレビューし、首都圏の水環境保全に係わる戦略を策定する。

1-2：水環境保全に係わる組織制度改善の提言を行う。

１-3：MARN職員に対して、水環境保全政策･戦略に係わる研修を行う。

2：排水規制の実施を準備する。

2-1：既存の排水規制実施計画をレヴューし改善する。

2-2：排水規制の実施ガイドラインを策定する。

2-3：MARN職員に対する排水規制の研修を行う。

3：水質情報を統合し、システム化する。（水質モニタリングを構築する。）

3-1：関連機関の連携に基づく水質モニタリング計画を策定する。

3-2：水質データ収集の連携システムを構築する。

3-3：関連機関から水質データを収集する。

3-4：水質データベースを開発・管理する。

3-5：水質モニタリングデータ管理の研修を行う。

4：関連機関の連携に基づき、ＭＡＲＮが水環境保全の環境教育・普及啓蒙を実施する。

4-1：水環境情報を公開する。

4-2：関連機関と連携して、水環境保全に関する環境教育・普及啓蒙活動をする。

4-3：環境教育・普及啓蒙に関する研修を行う。

２００７年 ２００８年２００６年

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次

PO0 (インセプションレポートより 
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PO01 (成果-1) 
2006 年 7 月 4 日改訂 

成果-1: 排水規制の効果的施行のための戦略作成能力が強化される。 
工程 

2006 2007 2008 2009 活動 期待される結果

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

1-1: 排水規制の効果的な施行のための政策・戦略を
提案する。                       

1-1-1: 自治体が処理場を建設し維持管理していくた
めの財務的枠組みを提案する。   財務的枠組み案    

 
    

        
Mario 
Pineda TWG1 なし 

聞き取り調
査費用

（JICA 投
入) 

 

1-1-2: 排水モニタリングのため自治体との連携メカ
ニズムを提案する。 

連携メカニズム
案                 

未定 TWG1 なし 最小  

1-1-3: 工場が排水規制を遵守できるようにするため
の支援策を提案する。 支援策案                 未定 TWG1 なし 最小  

1-1-4: 環境水質基準作成の手順について提案する。 手順案                 未定 TWG1 なし 最小  

1-1-5: 環境大臣の承認を得る。  承認 l                 Nadia TWG1 なし 最小  

1-2: 提案した戦略を関係機関からのコメントに基
づき改定する。                         

1-2-1: 関係機関からコメントを集める。   コメントの収集         

        

未定 TWG1 なし 

セミナー教

材費用

(JICA 投入)  

 

1-2-2: 集めたコメントに基づき戦略を改定する。 改定された戦略                 未定 TWG1 なし 最小  

1-3: MARN および関係機関のスタッフに対する水
環境保全政策戦略作成の研修を実施する。                          

1-3-1: メキシコ人専門家を講師とした技術移転セミ
ナーを組織する。 1 週間セミナー    

 
    

        
片山 JICA プロジェ

クトチーム 
テキスト、
セミナー会

場 
JICA 投入  

 JICA プロジェクトとしての活動、          MARN 責任下で実施される活動 
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PO01 (成果-2) 
2006 年 7 月 4 日改訂 

成果-２: 排水規制のための活動が開始される 
工程 

2006 2007 2008 2009 活 動 成果 

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

2-1: 排水規制実施に係るガイドラインを作成する                       
2-1-1: 排水規制実施計画を策定する。 排水規制実施計画                 Nadia TWG2 無し 最小  
2-1-2: プロジェクト地域の工場のインベントリー

調査を実施する。  
工場インベントリ
ー    

 
    

        
Flor TWG2 無し 最小  

2-1-3: 排水規制実施に係る法的ガイダンスの作成
と見直しをする。 法的ガイダンス    

 
    

        
Serrano TWG2 無し 最小  

2-1-4: 水質分析実施に係る合理的方法を検討（ラボ
の選定）する。 ラボの選定    

 
    

        
Flor TWG2 無し 最小  

2-1-5: 排水規制マニュアル作成に必要な情報を収
集 する。 資料・情報    

 
    

        
Nadia TWG2 無し 外国派遣旅費 

( JICA 投入)  

2-1-6: 排水規制（第１版）を作成する。  マニュアル原案     
 

    
        

Flor & Eric TWG2 無し 最小  

2-1-7: （第２版および第３版）を作成する。 排水規制マニュア
ル                 Flor & Eric TWG2 無し 最小  

2-1-8: 水質分析について他機関との協力システム
を確立する。 協定書                   Nadia TWG2 無し 最小  

2-1-9: パイロットプロジェクトとして排水モニタ
リングと法的プロセスを実施する。 

パイロットプロジ
ェクト報告書                 Eric TWG2 サンプリ

ング機材 JICA 投入  

2-1-10: 排水モニタリング活動を継続する。                  Eric TWG2 サンプリ
ング機材 MARN 投入  

2-1-11: 排水モニタリング活動を評価する。 モニタリング報告
書                 影山 TWG2 無し 最小  

2-1-12: 排水モニタリング結果に関する概要報告書
を作成する。 概要報告書                 Flor TWG2 無し 最小  

2-2: MARN および関係機関のスタッフに対し排水
規制に係る研修を実施する。                        

2-2-1: メキシコの専門家を講師として招き技術移
転セミナーを実施する。 1 週間のセミナー   

 
     

        
片山 

JICA プロジ
ェクトチー

ム 

テキスト、
セミナー
会場 

JICA 投入  

2-2-2: 技術調査評価に関するガイダンスを作成す
る。                    Nadia 

&Flor TWG2 無し 最小  

2-2-3: 技術調査評価に係るワークショップを開催
（30 名の参加者）する。 ５日間のセミナー     

 
   

        
Nadia & 

Flor TWG2 資料、セミ
ナー会場 

セミナー開催
費用 

(JICA 投入) 
 

2-2-4: 技術調査評価に係る研修 (選定された５名
のコンサルタントを対象)を実施する。 ５日間のセミナー                 Flor TWG2 無し 最小  

2-2-5: サンプリングと水質分析に関し MARN また
は関連機関職員のメキシコでの技術研修を
実施する。 

MARNまたは関連
機関職員の派遣      

 
  

        
影山 JICAプロジェ

クトチーム 無し JICA 投入  

 JICA プロジェクトとしての活動            MARN 責任下で実施される活動 
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PO01 (成果-3) 
2006 年 7 月 4 日改訂 

成果-3: 水環境情報の整備・管理のための持続的体制が確立される。 
工程 

2006 2007 2008 2009 活動 期待される結果

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

3-1: 水環境情報データを収集する。                       
3-1-1: 水質モニタリングデータ取得のため

AMSA と合意書を作成する。 合意書                 Nadia TWG3 なし Minimal  

3-1-2: AMSA から水質モニタリングデータを収

集する。  収集データ                 Alejandro TWG3 なし Minimal  

3-1-3: MAGA からデジタルマップデータを収集

する。 デジタルマップ                 Alejandro TWG3 なし Minimal  

3-1-4: 工場インベントリーを数値化する。 デジタルデータ                 Bayron TWG3 なし Minimal  
3-1-5: 技術調査結果を数値化する。 デジタルデータ                 Bayron TWG3 なし Minimal  
3-1-6: 排水モニタリングデータを数値化する。 デジタルデータ                 Bayron TWG3 なし Minimal  
3-2: 水環境データベースを開発・管理する。                   TWG3    
3-2-1: 水環境データベースシステムを設計す

る。 
データベースの

仕様.                 To be named TWG3 なし Minimal  

3-2-2: 水環境情報のデータベースシステムを構

築する。 
データベースシ

ステム      
 

  
        

To be named TWG3 ソフト 
Cost required

(Input by 
JICA) 

 

3-2-3: 水環境情報のデータベースシステムにつ

いて研修を実施する。 研修報告書                 To be named TWG3 
コンピュー

タ Minimal  

3-2-4: MARN がデータベースの運用、更新を行

う。 システムの更新                 Bayron TWG3 なし Minimal  

3-2-5: MARN によるデータベースの運用、更新

を評価する。 評価                 
片山 TWG3 なし Minimal  

3-3: MARN および関係機関のスタッフに対する

水環境データ管理の研修を行う。                        

3-3-1: メキシコ人専門家を講師とした技術移転

セミナーを組織する。. 
1 週間のセミナ

ー    
 

    
        

片山 JICA プロジェ

クトチーム 

テキスト、

セミナー会

場 

Input by 
JICA  

 JICA プロジェクトとしての活動、          MARN 責任下で実施される活動 
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PO01 (成果-4)   

2006 年 7 月 4 日改訂 

成果‐４:  自治体、AMSA、教育省などの関係機関との連携に基づき、排水規制に係わる環境教育・普及啓蒙が MARN によって実施される 

工程 

2006 2007 2008 2009 活動 
期待される

結果 
3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

4-1: 排水規制に関係する環境教育/普及を自治体、工

場、住民に対して実施する.          
        

     

4-1-1: 工場およびMunicipalitiesに対して技術調査のガ

イダンスを実施する。 ガイダンス   
      

        
Nadia MARN なし 最小  

4-1-2: 排水規制普及のための連携を促進するために関

連機関に対し、このプロジェクトを説明する。
合意書    

 
    

        Nadia & 
Jara TWG 4 なし 最小  

4-1-3: 環境教育／普及啓蒙の活動計画を作成する 活動計画                 Julia TWG 4 なし   

4-1-4: Municipalities 工場、住民に対し排水規制の重要

さを普及する。 普及    
 

    
        

Julia & 
Ana, TWG 4 

普及啓蒙マテリ
アル、普及啓蒙ビ
デオ／ラジオ／

新聞 

必要 
(JICA 投入)  

4-2: 環境教育の教材を開発し、中学生の水環境教育の

ためのトレーナーズトレーニングの機会を提供

する。 
         

        
     

4-2-1: 学校での水環境教育に関して関連機関との連携

システムを構築する。 合意書    
 

    
        

未定 TWG 4 なし 最小  

4-2-2: トレーナーズトレーニングの活動計画を作成す

る。 活動計画         
        

未定 TWG 4 なし 最小  

4-2-3: 学校での水環境教育の教材を開発する。 教材マテリアル      
 

  
        

未定 TWG 4 ビデオ、教材（マ
ニュアル）. 

必要 
(JICA による

投入) 
 

4-2-4: 教師に対するトレーナートレーニングの機会を

提供する。 
トレーニング結

果         
        

未定 TWG 4 開発したマテリ
アル  最小  

4-2-5: トレーナーによる教師に対するトレーニングを

モニターする。 
モニタリング結

果                 
未定 TWG 4 なし 最小  

4-2-6: 上記のプロセス（活動）を評価する。 
  評価結果                 

伊藤 TWG 4 なし 最小  

4-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、保

健省などに対する環境教育の研修を行う          
        

     

4-3-1: 講師として招待したメキシコ専門家とともに、

技術移転セミナーを企画し管理する。 
1 週間の 

セミナー結果 
   

 
    

        
片山 JICA プロジェ

クトチーム 
テキスト、セミナ

ー会場 JICA 投入  

4-3-2: 環境教育に関する技術研修のために、MARN 職

員をメキシコに派遣する。 
MARN カウンタ

ーパートの 
派遣 

     
 

  
        

Jara  JICA プロジェ
クトチーム なし JICA 投入  

 : JICA プロジェクトとしての活動、         : MARN 責任下で実施される活動 
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PO1 (成果-1) 

2007 年 1 月 23 日改訂 
成果-1: 排水規制の効果的施行のための戦略作成能力が強化される。 

工程 

2006 2007 2008 2009 活動 期待される結果

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

1-1: 排水規制の効果的な施行のための政策・戦略を
提案する。                       

1-1-1: 自治体が処理場を建設し維持管理していくた
めの財務的枠組みを提案する。   財務的枠組み案    

 
    

        
未定 TWG1 なし 

聞き取り調
査費用

（JICA 投
入) 

 

1-1-2: 排水モニタリングのため自治体との連携メカ
ニズムを提案する。 

連携メカニズム
案                 

未定 TWG1 なし 最小  

1-1-3: 工場が排水規制を遵守できるようにするため
の支援策を提案する。 支援策案                 未定 TWG1 なし 最小  

1-1-4: 環境水質基準作成の手順について提案する。 手順案                 未定 TWG1 なし 最小  

1-1-5: 環境大臣の承認を得る。  承認 l                 Nadia TWG1 なし 最小  

1-2: 提案した戦略を関係機関からのコメントに基
づき改定する。                         

1-2-1: 自治体、工業会議所などからコメントを集め
る。   コメントの収集         

        

未定 TWG1 なし 

セミナー教

材費用

(JICA 投入)  

 

1-2-2: 集めたコメントに基づき戦略を改定する。 改定された戦略                 未定 TWG1 なし 最小  

1-2-3: MARN と自治体の連携メカニズムを確立す
る。 合意書                 未定 TWG1 なし 最小  

1-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、
保健省などの関係機関に対する水環境保全政策
戦略作成の研修を実施する。   

          
        

     

1-3-1: メキシコ人専門家を講師とした技術移転セミ
ナーを組織する。 ３日間セミナー     

 
   

        
片山 JICA プロジェ

クトチーム 
テキスト、
セミナー会

場 
JICA 投入  

 JICA プロジェクトとしての活動、          MARN 責任下で実施される活動 
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PO1 (成果-2) 
2007 年 1 月 23 日改訂 

成果-２: 排水規制のための活動が開始される 

工程 

2006 2007 2008 2009 活 動 成果 

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

2-1: 排水規制実施に係るガイドラインを作成する                       
2-1-1: 排水規制実施計画を策定する。 排水規制実施計画                 Nadia TWG2 無し 最小  
2-1-2: プロジェクト地域の工場のインベントリー

調査を実施する。  
工場インベントリ
ー    

 
    

        
Flor TWG2 無し 最小  

2-1-3: 排水規制実施に係る法的ガイダンスの作成
と見直しをする。 法的ガイダンス    

 
    

        
Serrano TWG2 無し 最小  

2-1-4: 水質分析実施に係る合理的方法を検討（ラボ
の選定）する。 ラボの選定    

 
    

        
Flor TWG2 無し 最小  

2-1-5: 排水規制マニュアル作成に必要な情報を収
集 する。 資料・情報    

 
    

        
Nadia TWG2 無し 外国派遣旅費 

( JICA 投入)  

2-1-6: 排水規制（第１版）を作成する。  マニュアル原案     
 

    
        

Flor & Eric TWG2 無し 最小  

2-1-7: （第２版および第３版）を作成する。 排水規制マニュア
ル                 Flor & Eric TWG2 無し 最小  

2-1-8: 水質分析について他機関との協力システム
を確立する。 協定書                   Nadia TWG2 無し 最小  

2-1-9: パイロットプロジェクトとして排水モニタ
リングと法的プロセスを実施する。 

パイロットプロジ
ェクト報告書                 Eric TWG2 サンプリ

ング機材 JICA 投入  

2-1-10: 排水モニタリング活動を継続する。                  Eric TWG2 サンプリ
ング機材 MARN 投入  

2-1-11: 排水モニタリング活動を評価する。 モニタリング報告
書                 

影山 TWG2 無し 最小  
2-1-12: 排水モニタリング結果に関する概要報告書

を作成する。 概要報告書                 Flor TWG2 無し 最小  

2-2: MARN および自治体, AMSA, INFOM, 保健省
等の関係機関のスタッフに対し排水規制に係
る研修を実施する。 

          
        

     

2-2-1: メキシコの専門家を講師として招き技術移
転セミナーを実施する。 ３日間のセミナー     

 
   

        
片山 

JICA プロジ
ェクトチー

ム 

テキスト、
セミナー
会場 

JICA 投入  

2-2-2: 技術調査評価に関するガイダンスを作成す
る。                    Nadia 

&Flor TWG2 無し 最小  

2-2-3: 技術調査評価に係るワークショップを開催
（30 名の参加者）する。 ５日間のセミナー     

 
   

        
Nadia & 

Flor TWG2 資料、セミ
ナー会場 

セミナー開催
費用 

(JICA 投入) 
 

2-2-4: 技術調査評価に係る研修 (選定された５名
のコンサルタントを対象)を実施する。 ５日間のセミナー                 Flor TWG2 無し 最小  

2-2-5: サンプリングと水質分析に関し MARN また
は関連機関職員のメキシコでの技術研修を
実施する。 

MARNまたは関連
機関職員の派遣      

 
  

        
影山 JICAプロジェ

クトチーム 無し JICA 投入  

 JICA プロジェクトとしての活動            MARN 責任下で実施される活動 
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PO1 (成果-3) 

2007 年 1 月 23 日改訂 

成果-3: 水環境情報の整備・管理のための持続的体制が確立される。 
工程 

2006 2007 2008 2009 活動 期待される結果

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

3-1: 水環境情報データを収集する。                       
3-1-1: 水質モニタリングデータ取得のため

AMSA と合意書を作成する。 合意書                 Nadia TWG3 なし Minimal  

3-1-2: AMSA から水質モニタリングデータを収

集する。  収集データ                 Alejandro TWG3 なし Minimal  

3-1-3: MAGA からデジタルマップデータを収集

する。 デジタルマップ                 Alejandro TWG3 なし Minimal  

3-1-4: 工場インベントリーを数値化する。 デジタルデータ                 Bayron TWG3 なし Minimal  
3-1-5: 技術調査結果を数値化する。 デジタルデータ                 Bayron TWG3 なし Minimal  
3-1-6: 排水モニタリングデータを数値化する。 デジタルデータ                 Bayron TWG3 なし Minimal  
3-2: 水環境データベースを開発・管理する。                   TWG3    
3-2-1: 水環境データベースシステムを設計す

る。 
データベースの

仕様.                 Bayron TWG3 なし Minimal  

3-2-2: 水環境情報のデータベースシステムを構

築する。 
データベースシ

ステム      
 

  
        

Bayron TWG3 ソフト 
Cost required

(Input by 
JICA) 

 

3-2-3: 水環境情報のデータベースシステムにつ

いて研修を実施する。 研修報告書                 Bayron TWG3 
コンピュー

タ Minimal  

3-2-4: MARN がデータベースの運用、更新を行

う。 システムの更新                 Bayron TWG3 なし Minimal  

3-2-5: MARN によるデータベースの運用、更新

を評価する。 評価                 
片山 TWG3 なし Minimal  

3-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、

保健省などの関連機関に対する水環境デー

タ管理の研修を行う。 
          

        
     

3-3-1: メキシコ人専門家を講師とした技術移転

セミナーを組織する。. ３日間セミナー    
 

    
        

片山 JICA プロジェ

クトチーム 

テキスト、

セミナー会

場 

Input by 
JICA  

 JICA プロジェクトとしての活動、          MARN 責任下で実施される活動 
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PO1(成果-4)   

2007 年 1 月 23 日改訂 

成果‐４:  自治体、AMSA、教育省などの関係機関との連携に基づき、排水規制に係わる環境教育・普及啓蒙が MARN によって実施される 

工程 

2006 2007 2008 2009 活動 
期待される

結果 
3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

4-1: 排 水 規 制 に 関 係 す る 環 境 教 育 / 普 及 を

Municipalities、工場、住民に対して実施する.          
        

     

4-1-1: 工場およびMunicipalitiesに対して排水規制の技

術に関するワークショップを実施する。 

工場管理者およ
び Municipalities
の排水規制への
技術的知識 

   
 

    
        

Nadia MARN なし 最小  

4-1-2: 排水規制普及のための連携を促進するために関

連機関に対し、このプロジェクトを説明する。

関連機関の普及
啓蒙プロセスへ

の関与 
   

 
    

        Nadia & 
Jara TWG 4 なし 最小  

4-1-3: 環境教育／普及啓蒙の活動計画を作成する 
活動計画 (普及
啓蒙マテリアル

の準備等) 
   

 
    

        
Julia TWG 4 なし   

4-1-4: Municipalities 工場、住民に対し排水規制の重要

さを普及する。 
普及啓蒙活動

（普及啓蒙ワー
クショップ等）

   
 

    
        Julia & 

Ana, 
Nadia 

TWG 4 
普及啓蒙マテリ
アル、普及啓蒙ビ
デオ／ラジオ／

新聞 

必要 
(JICA 投入)  

4-2: 環境教育の教材を開発し、中学生の水環境教育の

ためのトレーナーズトレーニングの機会を提供

する。 
         

        
     

4-2-1: 学校での水環境教育に関して関連機関との連携

システムを構築する。 合意書    
 

    
        

未定 TWG 4 なし 最小  

4-2-2: トレーナーズトレーニングの活動計画を作成す

る。 活動計画         
        

未定 TWG 4 なし 最小  

4-2-3: 学校での水環境教育の教材を開発する。 教材マテリアル      
 

  
        

未定 TWG 4 ビデオ、教材（マ
ニュアル）. 

必要 
(JICA による

投入) 
 

4-2-4: 教師に対するトレーナートレーニングの機会を

提供する。 
トレーニング結

果         
        

未定 TWG 4 開発したマテリ
アル  最小  

4-2-5: トレーナーによる教師に対するトレーニングを

モニターする。 
モニタリング結

果                 
未定 TWG 4 なし 最小  

4-2-6: 上記のプロセス（活動）を評価する。 
  評価結果                 

伊藤 TWG 4 なし 最小  

4-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、保

健省などに対する環境教育の研修を行う          
        

     

4-3-1: 講師として招待したメキシコ専門家とともに、

技術移転セミナーを企画し管理する。 
1 週間の 

セミナー結果 
    

 
   

        
片山 JICA プロジェ

クトチーム 
テキスト、セミナ

ー会場 JICA 投入  

4-3-2: 環境教育に関する技術研修のために、MARN 職

員をメキシコに派遣する。 
MARN カウンタ

ーパートの 
派遣 

     
 

  
        

Jara  JICA プロジェ
クトチーム なし JICA 投入  

 : JICA プロジェクトとしての活動、         : MARN 責任下で実施される活動 
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PO2 (成果-1) 
2008 年 3 月 5 日改定 

成果-1: 排水規制の効果的施行のための戦略作成能力が強化される。 
工程 

2006 2007 2008 2009 活動 期待される結果

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

1-1: 排水規制の効果的な施行のための政策・戦
略を提案する。                       

1-1-1: 自治体が処理場を建設し維持管理してい
くための財務状況改善策を提案する。   財務状況改善案    

 
            片山 TWG1 なし 

聞き取り調
査費用

（JICA 投
入) 

 

1-1-2: 排水モニタリングのため自治体との連携
のメカニズムおよびそのための行動計画
を提案する。 

連携の必要性お
よび行動計画案    

 
            Jara TWG1 なし 最小  

1-1-3: 工場が排水規制を事前に遵守できるよう
にするための支援策を提案する。 支援策案                 片山 TWG1 なし 最小  

1-1-4: 環境水質基準作成ための手順について提
案する。 手順案                 片山 TWG1 なし 最小  

1-1-5: 環境大臣からドラフトの承認を得る。  承認                 Nadia TWG1 なし 最小  

1-1-6: 戦略について意見を求める。  
３つのﾜ ｰ ｸ ｼ ｮ ｯ
ﾌﾟ、ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ､自
治体、環境基準

         
 

      Henry TWG1 なし 最小  

1-2: MARN が開催する審議会で排水規制にかか
る課題を検討する。 

課題検討                 Nadia MARN なし 最小  

1-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、保
健省などの関係機関に対する水環境保全
政策戦略作成の研修を実施する。   

                       

1-3-1: メキシコ人専門家を講師とした技術移転
セミナーを組織する。 ３日間セミナー     

 
           片山 JICA プロジェ

クトチーム 
テキスト、
セミナー会

場 
JICA 投入  

1-3-2: 自治体のローカルリーダーを通じて、水環
境教育を普及するため社会参加戦略を設
計する. 

 

社会参加戦略          
 

      
Henri 

Juria 
TWG1＋
TWG4 なし 

JICA 投入 

（NGOへ基
礎調査委
託） 

 

1-4:  各 TWG の代表者による月例定例会を実施
し、活動の進捗に関する情報交換・意見交
換を行う   

 情報の共有          
 

      Nadia 全TGG なし 最小  

 JICA プロジェクトとしての活動、          MARN 責任下で実施される活動 
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PO2 (成果-2) 

2008 年 3 月 5 日改定 
成果-２: 排水規制のモニタリング、評価、フォローアップの体制が確立される 

工程 

2006 2007 2008 2009 活 動 成果 

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

                       
2-1: 排水規制実施に係るガイドラインを作成す

る 
                      

2-1-1: 排水規制実施計画を策定する 排水規制実施計画                 Nadia TWG2 なし 最小  
2-1-2: プロジェクト地域の工場のインベントリー

調査を実施する。  
工場インベントリ
ー    

 
    

        
Flor TWG2 なし 最小  

2-1-3: 排水規制実施に係る法的ガイダンスの作成
と見直しをする 

法的ガイダンス    
 

  
 

 
        

Serrano TWG2 なし 最小  

2-1-4: 排水規制マニュアル作成に必要な情報の収
集 する 

資料・情報    
 

    
        

Nadia TWG2 なし JICA 投入 
（派遣旅費）  

2-1-5: 排水規制（第１版）を作成する  マニュアル原案     
 

    
        

Flor & Eric TWG2 なし 最小  

2-1-6 （第２版および第３版）を作成する 

排水規制マニュア
ル(105-2008) 
排水規制マニュア
ル（XXX-20XX）

      
 

 
        

Carlos &Eric TWG2 なし 最小  

2-2: 水質分析のモニタリング・評価の体制をつ
くる 

                      

2-2-1: 水質分析実施に係る方法の検討（ラボの選
定）をする 

ラボの選定                 Flor TWG2 なし 最小  

2-2-2: 水質分析について他機関との協力システム
を確立する 

協定書                   Nadia TWG2 なし 最小  

2-2-3: 技術調査の評価を実施する 
技術調査評価レ
ポート 

 
      

 
 

        
Nadia TWG2 なし 

MARN 投入 
（ローカルコ
ンサル） 

 

2-2-4: パイロットプロジェクトとして排水モニタ
リングを実施する 

パイロットプロジ
ェクト報告書       

 
 

        
Eric/Maria TWG2 

LBNS 

サンプリ
ング機材 
水質分析
機器 

JICA 投入 
（車両） 

水質分析費） 
 

2-2-5: 技術調査結果を数値化する 数値データ                 Carlos TWG2 なし 最小  
2-2-6 排水モニタリング結果を数値化する 数値データ                 Eric TWG2 なし 最小  

2-2-7: 排水モニタリングを継続する モニタリング結果         
        

未定 TWG2 
LBNS 

サンプリ
ング機材 
水質分析
機器 

MARN 投入 
（車両） 

水質分析費） 
 

2-2-8: 排水モニタリング結果を評価する 評価結果                 未定 TWG2 なし 最小  

2-2-9: 上記の評価結果を各工場へ通知する 通知書                 未定 TWG2 なし 最小  
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工程 

2006 2007 2008 2009 活 動 成果 

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

                       
2-2-10: モニタリング・評価体制を評価する 評価報告書                 影山 TWG2 なし 最小  

2-2-11: 排水規制のためモニタリング結果の報告書
を公表する 

概要報告書                 Nadia/影山 TWG2 なし JICA  

2-3: MARN および自治体, AMSA, INFOM, 保健省等
の関係機関のスタッフに対し排水規制に係
る研修を実施する 

          
        

     

2-3-1: メキシコの専門家を講師として招き技術移
転セミナーを実施する 

３日間のセミナー     
 

   
        

片山 
JICA プロジ
ェクトチー

ム 

テキスト、
セミナー
会場 

JICA 投入  

2-3-2: 技術調査評価に関するガイダンスを作成す
る  

                  Nadia 
&Flor TWG2 なし 最小  

2-3-3: 技術調査評価に係るワークショップを開催
（30 名の参加者）する 

５日間のセミナー     
 

   
        Nadia & 

 Flor TWG2 資料、セミ
ナー会場 

セミナー開催
費用 

(JICA 投入) 
 

2-3-4: 技術調査評価に係る研修の実施 (選定され
た５名のコンサルタントを対象)を実施す
る 

５日間のセミナー     
 

   
        

Flor TWG2 なし 最小  

2-3-5: サンプリングと水質分析に関し MARN また
は関連機関職員のメキシコでの技術研修を
実施する 

MARNまたは関連
機関職員の派遣      

 
  

        
影山 

JICAプロジ
ェクトチー

ム 
なし JICA 投入  

2-4:  各 TWG の代表者による月例定例会を実施
し、活動の進捗に関する情報交換・意見交
換を行う   

 情報の共有          
 

      Nadia 全TWG なし 最小  

 JICA プロジェクトとしての活動            MARN 責任下で実施される活動 
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PO2 (成果-3) 

2008 年 3 月 5 日改定 
成果-3: 水環境情報の整備・管理のための持続的体制が確立される。 

工程 

2006 2007 2008 2009 活動 
期待される結

果 
3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

3-1: 水環境情報データを収集する。                       
3-1-1: MARN と AMSA が情報交換に関する協定を

むすぶ。 
合意書                 Nadia TWG3 なし 最小  

3-1-2: AMSA から水質モニタリングデータを収集

する。  
収集データ                 Alexander TWG3 なし 最小  

3-1-3: MAGA からデジタルマップデータを収集す

る。 
デジタルマップ                 Bayron TWG3 なし 最小  

3-2: 水環境データベースを開発・管理する。                       
3-2-1: 水環境データベースシステムを設計す

る。 

データベースの

仕様.                 Bayron TWG3 なし 最小  

3-2-2: 水環境情報のデータベースシステムを構

築する。 

データベースシ

ステム      
 

  
        

Alexander TWG3 
ワークステ

ーション 
JICA 投入 

(ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ)  

3-2-3: 水環境情報のデータベースシステムにつ

いて研修を実施する。 
研修報告書                 Alexander TWG3 

コンピュー

タ 最小  

3-2-4: 水環境情報のデータ共有に関して関係者

間で合意する 
合意書                 Alexander TWG3 なし 最小  

3-2-5: MARNがデータベースの運用、更新を行う。 システムの更新                 Alexander TWG3 なし 最小 サーバーの拡

充案検討中 
3-2-6: MARN によるデータベースの運用、更新を

評価する。 
評価                 

片山 TWG3 なし 最小  

3-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、

保健省などの関連機関に対する水環境デ

ータ管理の研修を行う。 

          
        

     

3-3-1: メキシコ人専門家を講師とした技術移転

セミナーを組織する。 
３日間セミナー    

 
    

        
片山 JICA プロジェ

クトチーム 

テキスト、

セミナー会

場 
JICA 投入  

3-3-2: 関係者（データベースのユーザー）を対

象にした研修を実施する。 
研修会         

        
Alexander TWG3 

テキスト、

セミナー会

場 
JICA 投入  

3-4:  各TWGの代表者による月例定例会を実施

し、活動の進捗に関する情報交換・意見

交換を行う   

情報の共有          
 

      Nadia 全TWG なし 最小  

JICA プロジェクトとしての活動、          MARN 責任下で実施される活動 
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PO2 (成果-4) 

2008 年 3 月 5 日改定 
成果‐４:  自治体、AMSA、教育省などの関係機関との連携に基づき、排水規制に係わる普及啓発および水環境に関する環境教育が強化される。 

工程 

2006 2007 2008 2009 活動 
期待される

結果 
3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

4-1: 排水規制に関係する普及啓発を自治体、工

場、住民に対して実施する. 
         

        
     

4-1-1: 工場および自治体に対して排水規制の技術

に関するワークショップを実施する。 
排水規制への技

術的知識    
 

    
        

Nadia MARN なし 最小  

4-1-2: 排水規制普及のための連携を促進するため

に関連機関に対し、このプロジェクトを説明

する。 

普及啓発プロセ
スへの関与    

 
    

        
Jara、伊藤 TWG 4 なし 最小  

4-1-3: 普及啓発の活動計画を作成する 活動計画                  Julia, 伊藤 TWG 4 なし   

4-1-4: 自治体、工場、住民に対し排水規制の重要さ

を認識するためのワークショップを開催す

る。 

普及啓発活動    
 

    
        Julia & 

Ana,  
伊藤 

TWG 4 
普及啓発マテリ
アル、普及啓発ビ
デオ／ラジオ／

新聞 

JICA 投入 
（マテリアル
作成、会場費） 

 

4-1-5: 自治体、工場に対し排水規制を事前に遵守す

るための奨励策を検討する。 
調査         

        
Jara TWG4+TWG1 なし 最小  

4-1-6: 自治体、工場に対し排水規制を事前に遵守す

るための奨励策を実施する。 
調査         

        
 Julia, Ana TWG 4 奨励策費用 JICA 投入  

4-2:  中学校の水環境教育の教材を開発し、中学生

の水環境教育のためのトレーナーズトレー

ニングの機会を提供する。 

         
        

     

4-2-1: 中学校での水環境教育に関して関連機関と

の連携システムを構築する。 

 

合意書     
            

Jara,Nadia TWG 4 なし 最小  

4-2-2: 中学校での水環境教育トレーナーズトレー

ニングの活動計画を作成する。 
活動計画         

        
Julia, 伊藤 TWG 4 なし 最小  

4-2-3: 中学校での水環境教育の教材を開発する。 教材マテリアル      
  

 
        

Julia, Ana,
伊藤 TWG 4 ビデオ、教材（マ

ニュアル）. 
JICA 投入 

（教材作成） 

 
 
 
 

4-2-4: 中学校教師に対するトレーナートレーニン

グの機会を提供する。 
トレーニング結

果         
        

 Julia, Ana TWG 4 開発したマテリ
アル  最小  

4-2-5: トレーナーによる中学校教師に対するトレ

ーニングをモニターする。 
モニタリング結

果                 
Julia, Ana TWG 4 なし 最小  

4-2-6: 上記のプロセス（活動）を評価する。 評価結果                 
片山 TWG 4 なし 最小  

4-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、保健

省などに対する環境教育の研修を行う 
         

        
     

4-3-1: 講師として招待したメキシコ専門家ととも

に、技術移転セミナーを企画し管理する。 
1 週間の 

セミナー結果 
    

 
   

        
片山 JICA プロジェ

クトチーム 
テキスト、セミナ

ー会場 JICA 投入  
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4-3-2: 環境教育に関する技術研修のために、MARN

職員をメキシコに派遣する。 

MARN カウンタ
ーパートの 

派遣 
     

 
  

        
Jara  JICA プロジェ

クトチーム なし JICA 投入  

4-4:  各 TWGの代表者による月例定例会を実施し、活

動の進捗に関する情報交換・意見交換を行う  
情報の共有          

 
      Nadia 全TWG なし 最小  

 : JICA プロジェクトとしての活動、         : MARN 責任下で実施される活動 
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PO3 (成果１) 
2009 年 8 月 6 日改訂 

成果-1：排水規制の効果的施行のための戦略作成能力が強化される。 
工程 

2006 2007 2008 2009 活動 期待される結果

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 11 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

1-1: 排水規制の効果的な施行のための政策・戦略を
提案する。                      

1-1-1: 自治体が処理場を建設し維持管理していくた
めの財務状況改善策を提案する。   財務状況改善案    

 
           片山 TWG1 なし 

聞き取り調
査費用

（JICA 投
入) 

 

1-1-2: 排水モニタリングのため自治体との連携のメ
カニズムおよびそのための行動計画を提案す
る。 

連携の必要性お
よび行動計画案    

 
           Jara TWG1 なし 最小  

1-1-3: 工場が排水規制を事前に遵守できるようにす
るための支援策を提案する。 支援策案                片山 TWG1 なし 最小  

1-1-4: 環境水質基準作成ための手順について提案す
る。 手順案                片山 TWG1 なし 最小  

1-1-5: 環境大臣からドラフトの承認を得る。  承認                Nadia TWG1 なし 最小  

1-1-6: 戦略について意見を求める。  
３つのﾜｰ ｸ ｼ ｮ ｯ
ﾌﾟ、ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ､自
治体、環境基準

         
 

     Henry TWG1 なし 最小  

1-2: MARN が開催する審議会で排水規制にかか
る課題を検討する。 課題検討                Nadia MARN なし 最小  

1-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、
保健省などの関係機関に対する水環境保全政策
戦略作成の研修を実施する。   

                      

1-3-1: メキシコ人専門家を講師とした技術移転セミ
ナーを組織する。 ３日間セミナー     

 
          片山 JICA プロジェ

クトチーム 
テキスト、
セミナー会

場 
JICA 投入  

1-3-2: 自治体のローカルリーダーを通じて、水環境
教育を普及するため社会参加戦略を設計す
る。 

 

社会参加戦略          
 

     
Henri 

Juria 
TWG1＋
TWG4 なし 

JICA 投入 

（NGOへ基
礎調査委
託） 

 

1-4: 各 TWG の代表者による月例定例会を実施し、
活動の進捗に関する情報交換・意見交換を行う。  情報の共有                Nadia 全TWG なし 最小  

 JICA プロジェクトとしての活動、          MARN 責任下で実施される活動 
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PO3 (成果２) 

2009 年 8 月 6 日改訂 

成果-2：排水規制のモニタリング、評価、フォローアップの体制が確立される 

工程 

2006 2007 2008 2009 活 動 成果 

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 11 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

                       
2-1: 排水規制実施に係るガイドラインを作成する。                       
2-1-1: 排水規制実施計画を策定する。 排水規制実施計画                 Nadia TWG2 なし 最小  
2-1-2: プロジェクト地域の工場のインベントリー

調査を実施する。  
工場インベントリ
ー    

 
    

        
Flor TWG2 なし 最小  

2-1-3: 排水規制実施に係る法的ガイダンスの作成
と見直しをする。 法的ガイダンス    

 
  

 
 

        
Serrano TWG2 なし 最小  

2-1-4: 排水規制マニュアル作成に必要な情報の収
集する。 資料・情報    

 
    

        
Nadia TWG2 なし JICA 投入 

（派遣旅費）  

2-1-5: 排水規制マニュアル（第１版）を作成する。 マニュアル原案     
 

    
        

Flor & Eric TWG2 なし 最小  

2-1-6 排水規制マニュアル（第２版および第３版）
を作成する。 

排水規制マニュア
ル(105-2008) 
排水規制マニュア
ル（XXX-20XX）

      
 

 
        

Carlos &Eric TWG2 なし 最小  

2-2: 水質分析のモニタリング・評価の体制をつく
る。                       

2-2-1: 水質分析実施に係る方法の検討（ラボの選
定）をする。 ラボの選定                 Flor TWG2 なし 最小  

2-2-2: 水質分析について他機関との協力システム
を確立する。 協定書                   Nadia TWG2 なし 最小  

2-2-3: 技術調査の評価を実施する。 技術調査評価レ
ポート 

 
      

 
 

        
Nadia TWG2 なし 

MARN 投入 
（ローカルコ
ンサル） 

 

2-2-4: パイロットプロジェクトとして排水モニタ
リングを実施する。 

パイロットプロジ
ェクト報告書       

 

 

        

Eric/Maria TWG2 

サンプリ
ング機材 
水質分析
機器 

JICA 投入 
（車両） 

JICA/MARN
投入（水質分

析費） 

 

2-2-5: 技術調査結果を数値化する。 数値データ                 Carlos TWG2 なし 最小  
2-2-6 排水モニタリング結果を数値化する。 数値データ                 Eric TWG2 なし 最小  

2-2-7: 排水モニタリングを継続する。 モニタリング結果                 
未定 TWG2 サンプリ

ング機材 MARN 投入  

2-2-8: 排水モニタリング結果を評価する。 評価結果                 未定 TWG2 なし 最小  

2-2-9: 上記の評価結果を各工場へ通知する。 通知書                 未定 TWG2 なし 最小  

2-2-10: モニタリングを評価する。 評価報告書                 影山 TWG2 なし 最小  
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工程 

2006 2007 2008 2009 活 動 成果 

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 11 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

                       
2-2-11: 排水モニタリング結果に関する概要報告書

を公表する。 概要報告書                 Nadia/影山 TWG2 なし JICA  

2-3: MARN および自治体, AMSA, INFOM, 保健省
等の関係機関のスタッフに対し排水規制に係
る研修を実施する。 

          
        

     

2-3-1: メキシコの専門家を講師として招き技術移
転セミナーを実施する。 ３日間のセミナー     

 
   

        
片山 

JICA プロジ
ェクトチー

ム 

テキスト、
セミナー
会場 

JICA 投入  

2-3-2: 技術調査評価に関するガイダンスを作成す
る。                   Nadia 

&Flor TWG2 なし 最小  

2-3-3: 技術調査評価に係るワークショップを開催
（30 名の参加者）する。 ５日間のセミナー     

 
   

        
Nadia & Flor TWG2 資料、セミ

ナー会場 

セミナー開催
費用 

(JICA 投入) 
 

2-3-4: 技術調査評価に係る研修の実施 (選定され
た５名のコンサルタントを対象)を実施する。

５日間のセミナー                 Flor TWG2 なし 最小  

2-3-5: サンプリングと水質分析に関し MARN また
は関連機関職員のメキシコでの技術研修を
実施する。 

MARNまたは関連
機関職員の派遣      

 
  

        
影山 

JICAプロジ
ェクトチー

ム 
なし JICA 投入  

2-4: 各 TWG の代表者による月例定例会を実施し、
活動の進捗に関する情報交換・意見交換を行
う。   

 情報の共有          
 

      Nadia 全TWG なし 最小  

 JICA プロジェクトとしての活動            MARN 責任下で実施される活動 
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PO3 (成果３) 

2009 年 8 月 6 日改訂 
成果-3：水環境情報の整備・管理のための持続的体制が確立される。 

工程 
2006 2007 2008 2009 活動 期待される結

果 
3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 11 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

3-1: 水環境情報データを収集する。                       
3-1-1: MARN と AMSA が情報交換に関する協定

をむすぶ。 合意書                 Nadia TWG3 なし 最小  

3-1-2: AMSA から水質モニタリングデータを収
集する。  収集データ                 Alexander TWG3 なし 最小  

3-1-3: MAGA からデジタルマップデータを収集
する。 デジタルマップ                 Bayron TWG3 なし 最小  

3-2: 水環境データベースを開発・管理する。                       

3-2-1: 水環境データベースシステムを設計する。 データベースの
仕様.                 Bayron TWG3 なし 最小  

3-2-2: 水環境情報のデータベースシステムを構
築する。 

データベースシ
ステム      

 
  

        
Alexander TWG3 ワークステ

ーション 
JICA 投入 

(ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ)  

3-2-3: 水環境情報のデータベースシステムにつ
いて研修を実施する。 研修報告書                 Alexander TWG3 コンピュー

タ 最小  

3-2-4: 水環境情報のデータ共有に関して関係者
間で合意する 合意書                 Alexander TWG3 なし 最小  

3-2-5: MARNがデータベースの運用、更新を行う。 システムの更新                 Alexander TWG3 なし 最小 サーバーの拡
充案検討中 

3-2-6: MARN によるデータベースの運用、更新を
評価する。 評価                 

片山 TWG3 なし 最小  

3-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、
保健省などの関連機関に対する水環境デー
タ管理の研修を行う。 

          
        

     

3-3-1: メキシコ人専門家を講師とした技術移転
セミナーを組織する。 ３日間セミナー    

 
    

        
片山 JICA プロジェ

クトチーム 

テキスト、
セミナー会

場 
JICA 投入  

3-3-2: 関係者（データベースのユーザー）を対象
にした研修を実施する。 研修会         

        
Alexander TWG3 

テキスト、
セミナー会

場 
JICA 投入  

3-4: 各 TWG の代表者による月例定例会を実施
し、活動の進捗に関する情報交換・意見交
換を行う。   

           
 

      Nadia 全TWG なし 最小  

JICA プロジェクトとしての活動、          MARN 責任下で実施される活動
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PO3 (成果４) 
2009 年 8 月 6 日改訂 

成果-4：自治体、AMSA、教育省などの関係機関との連携に基づき、排水規制に係わる普及啓発および水環境に関する環境教育が強化される。 
工程 

2006 2007 2008 2009 活動 
期待される

結果 
3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 11 12

責任者 実施者 資機材 費用 備考 

4-1: 排水規制に関係する普及啓発を自治体、工場、
住民に対して実施する。                       

4-1-1: 工場および自治体に対して排水規制の技術に関
するワークショップを実施する。 

排水規制への技

術的知識                 Nadia MARN なし 最小  

4-1-2: 排水規制普及のための連携を促進するために関
連機関に対し、このプロジェクトを説明する。

普及啓発プロセ

スへの関与                 Jara、伊藤 TWG 4 なし 最小  

4-1-3: 普及啓発の活動計画を作成する。 活動計画                  Julia, 伊藤 TWG 4 なし   

4-1-4: 自治体、工場、住民に対し排水規制の重要さを
認識するためのワークショップを開催する。 普及啓発活動    

 

    

        Julia & 
Ana,  
伊藤 

TWG 4 

普及啓発マテリ

アル、普及啓発ビ

デオ／ラジオ／

新聞 

JICA 投入 
（マテリアル

作成、会場費） 
 

4-1-5: 自治体、工場に対し排水規制を事前に遵守する
ための奨励策を検討する。 調査                 Jara TWG4+TWG1 なし 最小  

4-1-6: 自治体、工場に対し排水規制を事前に遵守する
ための奨励策を実施する。 調査                  Julia, Ana TWG 4 奨励策費用 JICA 投入  

4-2: 中学校の水環境教育の教材を開発し、中学生の水
環境教育のためのトレーナーズトレーニングの
機会を提供する。 

         
        

     

4-2-1: 中学校での水環境教育に関して関連機関との連
携システムを構築する。 

 
合意書     

            
Jara,Nadia TWG 4 なし 最小  

4-2-2: 中学校での水環境教育トレーナーズトレーニン
グの活動計画を作成する。 活動計画                 Julia, 伊藤 TWG 4 なし 最小  

4-2-3: 中学校での水環境教育の教材を開発する。 教材マテリアル      

  

 

        
Julia, Ana,

伊藤 TWG 4 ビデオ、教材（マ

ニュアル）. 
JICA 投入 

（教材作成） 

 
 
 
 

4-2-4: 中学校教師に対するトレーナートレーニングの
機会を提供する。 

トレーニング結

果                  Julia, Ana TWG 4 開発したマテリ

アル  最小  

4-2-5: トレーナーによる中学校教師に対するトレーニ
ングをモニターする。 

モニタリング結

果                 Julia, Ana TWG 4 なし 最小  

4-2-6: 上記のプロセス（活動）を評価する。 評価結果                 片山 TWG 4 なし 最小  
4-3: MARN 職員および自治体、AMSA、INFOM、保

健省などに対する環境教育の研修を行う                       

4-3-1: 講師として招待したメキシコ専門家とともに、
技術移転セミナーを企画し管理する。 

1 週間の 
セミナー結果                 

片山 JICA プロジェ

クトチーム 
テキスト、セミナ

ー会場 JICA 投入  

4-3-2: 環境教育に関する技術研修のために、MARN 職
員をメキシコに派遣する。 

MARN カウンタ

ーパートの 
派遣 

     
 

  
        

Jara  JICA プロジェ

クトチーム なし JICA 投入  

4-4: 各 TWG の代表者による月例定例会を実施し、活
動の進捗に関する情報交換・意見交換を行う。                    Nadia 全TWG なし 最小  

 : JICA プロジェクトとしての活動、         : MARN 責任下で実施される活動 
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